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化石の学名の読み方について

井尻正二共

今さらこんなことを申しあげると， 自分の不勉

強を白状することにもなるが，分類学には全く興

味がなく，さらぬだに新種の記載など考えたとと

もない人間にとっては，改めて勉強させられた問

題でもあるので，御参考童でに御披露したいと思

う。

たとえば，恐竜の一種・剣竜は，学名をStego-

Saurusということは御承知のとおりである。そ

れを日本語で読み書きするばあいには，ある人は

英語読みでステゴソーラスと書き，他の人はドイ

ツ語読みでステゴザウル六といい，蚕たある人は

ローマ字読みでステゴサウルズと称する， といっ

たく．あいである。

このよう辰まちさちな学名の読み方について，

『新．日本動物図鑑下』（北隆館， 1971年，第

3版）の712ページ「Ⅳ学名の読み方」の項には，

つぎのようにのべられている。

「読み方のいろいろ学名はラテン語主たはラ

テン語化した語であるが，現在はラテン語を話す

国民が雇いのでその読み方が玄ち室ちであり，実

際英米では英語流に， ドイツではドイツ語流に’

その他の国でも独特の読み方をするものが少〈厳

い。日本でも以前から人によって英語流によんだ

り， ドイツ語流によんだりしているだけで履く，

同じ人でも語によって読み方が混乱しているなど，

一定の標準が左〈て全く自由であるかのエうであ

る。

日本語は欧州語と字音の構成も異るので，学名

を童ったく日本語流に読むということは出来ない

が，われわれが日本語に混じて読む場合に’例外

の多い，玄た不合理の多いこれら外国語の読み方

は真似する必要はないわけで,Wthonをパイト

ン, Sipunculusをサイパンキュラスなどと読む

必要は全くないのである。要するにもっと例外の

少いラテン語本来の発音を採用するのが一番合理

的であることはもちろんで，本書の学名を仮名書

きにしたものはみなその法によっているが，その

読み方も決して難かしいもので履く，幾つかの規

則を理解しておけば正しい読み方をたやすく覚え

られるものである。……」と。

では， ラテン語の読み方はどうしたらよいであ

ろうか。外国語に弱いわれわれは，ラテン語など

といわれると， さぞむずかしいだろう， という不

安が先にたち，その結果， ラテン語勉強の拒否反

応をおこすのは，私一人ではないと思う。

ところが， 『ラテン語四週間』（大学書林，

197海，第22版）の3ページには，つぎのように

のべられている。 「発音は大体日本でいう唾ロー

マ字”通りの読み方でよろしい」と。ただし, O

は砿], vは[W], chは広〕という<・あいに， ロ

ーマ字読みにないものもある。

なお， ラテン語の読み方（発音）は，同書の第

一日目の課目で，同書の3ページから，約10ペー

ジ分である。また，上記の『新・動物図鑑・下』

にも、同書の712ページから約4ページ分にわた

って， ラテン語の発音の要領が解説されている。

もちろん， これら以外に， もっとよいラテン語の

教科書もあるであろうが，私にはそこまでせんさ

くするゆとりは底い。

かくして，さきのStegosaurusは，ステゴサウ

ルスと読むのが，一ばんよい， ということになろ

うか， と思われる。

近頃，学名のあやしげ丘英語読み－とくに，

アメリカ英語読み一がはんらんしているおりか

ら，化石の研究者は，改めて正しい学名の読み方

（ラテン語読み）を勉強するのも無駄ではない，

と思われる。御参考童でに。
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